
クロス集計分析結果

《年代別》

問1
今後、建替えや改修に多額の費用が必要となる公共施設の状況
や人口減少・厳しい財政状況などの町田市が直面する課題につい
て、あなたはどの程度、ご存知でしたか？

▶全年代であまり知らない・全く知らない人は6-7割であるが、年代
が上がるとともに知らない人は減っていき、70歳以上で初めて
「知っている派」と「知らない派」が半々になる。
そのほかの年代の特徴としては、30-39歳で全く知らないが約
42%で全年代で最も多い。50歳以上になると多少知っているが
増加していく。

年代 配布数 回答数 回収率

15歳～29歳 541 93 17%

30歳～39歳 385 119 31%

40歳～49歳 639 216 34%

50歳～59歳 501 166 33%

60歳～69歳 447 209 47%

70歳～ 487 223 46%

合計 3000 1026 34%

▶年代別の回収率では15歳～29歳の回収率が全体と比べて
低い。

問2
町田市では将来を見据えて「公共施設・公共空間のより良いかた
ち」を考えました。
これから「より良いかたち」を作っていくにあたってあなたが特に重要だ
と思う要素は何ですか？

▶「気軽に立ち寄れる」が全年代で4割を超えている。
70歳以上だと、5割を超えるが、交通の便のことを言っている可能
性あり。15-29歳の年代の人たちは、「デザイン性がある、エンターテ
イメント性がある」が他の年代よりも多い傾向。

資料1これからの公共施設のあり方について アンケート調査
2017年6月15日～7月17日実施
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《年代別》

問5
将来を見据えたより良いかたちの実現は行政だけではできません。
市民の方や事業者の方など地域のさまざまなひとたちと連携して
いく必要があります。
そのためにどのような取り組みが効果的だとお考えですか？

▶30-49歳の人たちが、議論・対話の場、アイディア提案の場を
求める声が、他の年代より多く、約6割の人が選んだ。

問6-2
特にご意見がある施設機能

▶15-29歳は保育園・児童発達支援センター、30-39歳は保育
園・児童発達支援センター、学童保育クラブ、子どもセンター・子ど
もクラブ→子育て世帯に関わりのある施設
40-49歳は図書館、学校、50-59歳はスポーツ施設、60歳以
上は高齢者福祉施設
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《利用頻度別》

問1
今後、建替えや改修に多額の費用が必要となる公共施設の状況
や人口減少・厳しい財政状況などの町田市が直面する課題につ
いて、あなたはどの程度、ご存知でしたか？

▶全体の「あまり知らない・知らない」人が64.7%に対して、
公共施設を「ほぼ利用しない」人だと7割超え。利用頻度が上が
るごとに、現状認識の割合は高まり、週に数回利用の人で54％
になるが、知っている派は過半数を超えない。

問6-2
特にご意見がある施設機能

▶利用頻度が週に数回の人は、学校・図書館・スポーツ施設へ
のご意見が多く、よく利用する施設への意見と思われる。

▶どの利用頻度でも、「気軽に立ち寄れる」を4割～5割の人が支
持。公共施設に求める要素は利用頻度でさほど差がない。

問2
町田市では将来を見据えて「公共施設・公共空間のより良いか
たち」を考えました。
これから「より良いかたち」を作っていくにあたってあなたが特に重要だ
と思う要素は何ですか？

問9 あなたの年齢をお聞かせください

▶ほぼ利用しない人は3割弱が70歳以上で、高齢者が交通の
問題で、利用できていない？
週に数回は30歳～49歳で38.7%で、65歳以上で35.1%
で全体の7割超え、特定の年代が特定の利用目的で利用してい
る可能性あり。
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《地域別》

問1
今後、建替えや改修に多額の費用が必要となる公共施設の状況や
人口減少・厳しい財政状況などの町田市が直面する課題について、
あなたはどの程度、ご存知でしたか？

▶全体の「あまり知らない・知らない」人が64.7%に対して、
小山・小山ヶ丘、北部の丘陵、玉川学園・南大谷、成瀬、南が7割
超えている。（町田市北部と南部）
→一方で、本町田・薬師台の「あまり知らない・知らない」 と回答した
人は5割以下。

問6-2
特にご意見がある施設機能

▶玉川学園・南大谷は庁舎・窓口に対して全体と比べて2倍の意見
があり、図書館への意見は少ない。町田中心は図書館、学校への意
見が全体と比べて少ない。
成瀬は保育園・児童発達支援センター、学童保育クラブ、子どもセン
ター・子どもクラブへの意見が全体より多い。
→地域別というより年代が関係していると予測したが、中身を見るとそ
うでもない。

問5
将来を見据えたより良いかたちの実現は行政だけではできません。
市民の方や事業者の方など地域のさまざまなひとたちと連携してい
く必要があります。
そのためにどのような取り組みが効果的だとお考えですか？

▶全体の5割が「議論・対話の場、アイディア提案の場」を選んだのに
対して、小山・小山ヶ丘の人は6割を超えている。
小山・小山ヶ丘地域の公共施設利用頻度は全体と比べて低いが、
市民参加意識や関心は高い。


